
頁

１．事業の位置付け

● ハード ○ ソフト

【委託： 3セク・財団 企業 ＮＰＯ その他　】 【協働： 】

２．事業の検証

総合計画の
位置付け

'03 基本目標３　　人と自然が調和した、やすらぎのあるまち

里山保全推進事業事務事業名

'02 2 自然と親しめる場づくりを進める
'01 ①〈自然との共生〉四季を通じて豊かな恵みを与えてくれる自然と親しむ

根拠法令等 平塚市環境基本条例・神奈川県里地里山の保全、再生及び活用の促進に関する条例
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事業担当
事業種類

環境部　環境政策課

委託、協働 市民、市民活動団体、大学、学校

対象・受益者 市民、事業者、行政等 事業期間

目的・目標 事業の概要
里山を復元するとともに、復元された里山を自然とのふれ
あいや憩いの場、また生産の場として活用し、自然環境保
全活動が活発に行われています。

自然環境評価結果に基づき、西部丘陵地域の自然を保全す
るため、市民や市内の大学との協働による里山の手入れや
里山モデル地区での活動などを実施します。

指標名 里山保全活動開催回数 単位 回

活動指標②

指標名 単位

説明・算定式

説明・算定式 里山保全協議会、大学交流、子ども環境教室の開催回数

活動指標① 平成19年度 平成20年度 平成21年度 平成22年度
目標 7 7 9 9
実績 7 9 9 7

平成19年度 平成20年度 平成21年度 平成22年度
目標

実績

□ 市民ニーズ
□ 事業目的の達成状況 高
■ 市の関与の必要性 低
■ その他
□ 上位施策への貢献
□ 市民満足度を高める方策 高
■ 継続による成果向上の可能性 低
□ その他
■ 事業の目的、対象、内容
□ 受益者負担、補助額 高
□ 業務の執行体制（人員配置、業務分担） 中
□ その他 低
□ 業務プロセス改善による効率化の方策
■ コスト削減の可能性 高
■ 事業手法（民活の余地、事業形態の検討） 中
□ その他 低

成果指標①

指標名 里山保全活動参加者数 単位 人

説明・算定式 里山保全協議会、大学交流、子ども環境教室の活動参加者数

目標

里山の再生、保全及び活用の活動を継続的に実施するこ
とは、里山についての市民の意識を高めるとともに活動へ
の参加を促進し、里山の持つ多面的機能を次世代に引き
継いでいくために有効です。

成果指標②

指標名 単位

説明・算定式

効率性

県条例の補助制度の活用とともに、市民・大学・市が各々
の役割と責任を認識し、地域住民や市民活動団体を主体
とする活動への移行を目指します。

○
●

荒廃した里山を再生し、里山の持つ多面的機能を次世代
に引き継いでいくためには、市民活動団体や大学等との協
働により事業を継続、拡充することが重要です。

○

○

必要性

生活様式の変化等を背景に里山の管理が行き届かず、そ
の恵み多き機能が失われてきています。市民活動団体や
大学等との協働により、荒廃した里山の保全再生・活用を
促進する必要があります。

●

●

事

業

分

析

項目 分析の視点 左記の視点に関する分析・課題の抽出 総合評価

○

有効性

●
○

○

妥当性

実績

平成20年度 平成21年度 平成22年度
目標 400 450 600 500

平成19年度

実績 363 578 471 521

平成19年度 平成20年度 平成21年度 平成22年度

実績



頁
３．年度別事業内容・決算額 （単位：千円）

４．事業展開の経緯

① ：予定どおり ① ：予定どおり ① ：予定どおり ② ：若干遅れている

用地交渉を重ね里山保全
モデル事業用地を拡大し
た。組織体制の確立のた
め、地権者、環境保全団
体、小学校、有識者、農
業委員への参加を呼びか

里山保全協議会,庁内里
山推進会議等を開催する
とともに、下草刈り等里
山の整備を行いました。
また、市民、大学、自然
環境保全団体と協働で市

里山保全協議会,庁内里
山推進会議等を開催する
とともに、下草刈り等里
山の整備を行いました。
また、市民、大学、自然
環境保全団体と協働で市

里山保全協議会,庁内里
山推進会議等を開催する
とともに、下草刈り等里
山の整備を行いました。
また、市民、大学、自然
環境保全団体と協働で市

196

事業内容

協議会の開催及び里山
保全活動の実施

協議会の開催及び里山
保全活動の実施

協議会の開催及び里山
保全活動の実施

協議会の開催及び里山
保全活動の実施

財
源
内
訳

内
訳

一般財源 526 446 551

執行率　(%) 94.60 73.60 96.68
職員　(人)

進
捗
状
況

遅れている
理由

平成１９年度
決算額

平成２０年度
決算額

平成２１年度
決算額

平成２２年度
決算額

国庫支出金 0 0 0 0
県支出金 0 0 914 852

0
その他　特財 0 0 0 0

起債 0 0 0

557
事業費　(A) 526 446 1,465 1,409

0.70 0.69 0.69 0.97
211.71

再任用　(人) 0.00 0.00 0.00 0.00
人件費　(B) 5,874 5,790 5,766 8,012

フルコスト　(A+B) 6,400 6,236 7,231 9,421

平成19年度事業分 平成20年度事業分 平成21年度事業分 平成22年度事業分

－ － － 東日本大震災等により、３
月実施予定のモデル事業
等が開催できなかった為

Ａ Ａ Ｂ Ａ
平成21年度への展開 平成22年度への展開 平成23年度への展開 平成24年度への展開

今後に向けた
課題

里地里山の再生・保全活
動範囲の拡大を図るため
には、地元自治会や地権
者の協力・理解が必須で
ある。地元住民の参加を
得られていない状況に鑑
み、土屋地区里山モデル
事業を継続して実施する
一方、説明会を定期的に
開催し、情報提供等地域
に密着した事業の実現を
図る。

里地里山の再生・保全活
動範囲の拡大を図るため
には、地元自治会や地権
者の協力・理解が欠かせ
ません。地元住民の参加
を得られていない状況を
踏まえ、土屋地区里山モ
デル事業を継続して実施
する一方、説明会を定期
的に開催し、情報提供等
地域に密着した事業の実
現を図ります。

里地里山の再生・保全活
動範囲の拡大を図るため
には、地元自治会や地権
者の協力・理解が欠かせ
ません。土屋地区里山モ
デル事業を継続して実施
するとともに、地元住民
への説明会を開催し、情
報提供等地域に密着した
事業の実現を図ります。

里地里山の再生・保全活
動範囲の拡大を図るため
には、地元自治会や地権
者の協力・理解が欠かせ
ません。土屋地区里山モ
デル事業を継続して実施
するとともに、地元住民
への説明会を開催し、情
報提供等地域に密着した
事業の実現を図ります。

主な取組と成果

業委員への参加を呼びか
け里山保全協議会を設立
し、市民ボランティアと
散策路の整備、下草刈り
等を実施した。地元自治
会、山林・農地地権者を
対象に事業説明会を開催
した。庁内里山推進会議
では事業計画を研究し
た。市民大学交流事業や
子ども環境教室を市民、
大学、自然環境保全団体
と協働で実施した。これ
らにより自然環境保全活

 動が活発に行われた。

環境保全団体と協働で市
民・大学交流事業や子ど
も環境教室を実施するな
ど、自然環境保全活動が

 活発に行われました。

環境保全団体と協働で市
民・大学交流事業や子ど
も環境教室を実施し、自
然環境保全の啓発等に努

 めました。
また、神奈川県里地里山
の保全、再生及び活用の
促進に関する条例に基づ
き、市民活動団体２団体
の活動協定が認定され、
県とともに活動を支援し

 ました。

環境保全団体と協働で市
民・大学交流事業や子ど
も環境教室を実施し、自
然環境保全の啓発等に努

 めました。
また、神奈川県里地里山
の保全、再生及び活用の
促進に関する条例に基づ
き認定されている、市民
活動団体２団体を県とと

 もに支援しました。

：成果があがった ：成果があがった ：おおむね成果があがった ：成果があがった検証結果



頁

１．事業の位置付け

○ ハード ● ソフト

～ 年
【委託： 3セク・財団 企業 ＮＰＯ その他　】 【協働： 】

２．事業の検証

総合計画の
位置付け

'03 基本目標３　　人と自然が調和した、やすらぎのあるまち

水辺の散策路整備促進事業事務事業名

'02 2 自然と親しめる場づくりを進める
'01 ①〈自然との共生〉四季を通じて豊かな恵みを与えてくれる自然と親しむ

根拠法令等

平塚市総合計画　平成19年度から平成22年度における実施計画事業の取り組み状況まとめ 197

事業担当
事業種類

まちづくり事業部　みどり公園・水辺課

委託、協働 馬入水辺の楽校の会
対象・受益者 市民、水辺利用者 事業期間 2011

目的・目標 事業の概要
馬入橋から神川橋までの高水敷に水辺の散策路を整備し、
川に親しめる環境づくりを、河川管理者と進めています。

河川に親しめる環境づくりのため、河川管理者である国に
水辺の散策路の整備促進を働きかけます。

指標名 流域住民との検討会開催回数 単位 回

活動指標②

指標名 国への要望回数 単位 回

説明・算定式

説明・算定式 流域住民との検討会の実施回数（H21年度まで評価）

活動指標① 平成19年度 平成20年度 平成21年度

（H21年度まで評価）

平成22年度
目標 1 2 3 －
実績 1 2 1 －

平成19年度 平成20年度 平成21年度 平成22年度
目標 1 1 1 －
実績 1 1 1 －

■ 市民ニーズ
□ 事業目的の達成状況 高
□ 市の関与の必要性 低
□ その他
□ 上位施策への貢献
■ 市民満足度を高める方策 高
□ 継続による成果向上の可能性 低
□ その他
■ 事業の目的、対象、内容
□ 受益者負担、補助額 高
□ 業務の執行体制（人員配置、業務分担） 中
□ その他 低
□ 業務プロセス改善による効率化の方策
□ コスト削減の可能性 高
□ 事業手法（民活の余地、事業形態の検討） 中
■ その他 低

成果指標①

指標名 利用可能な水辺の散策路延長割合 単位 ％

説明・算定式 馬入水辺の楽校エリア内の散策路（総延長820.1m）の整備率（H20年度から設定）

目標

車椅子利用者やお年寄りのためにも、バリアフリー化を図
る必要があることから、有効性は高いと思われます。

成果指標②

指標名 単位

説明・算定式

効率性

国による整備、市による維持管理が役割分担されているこ
とから、更なる整備を国に働きかけます。 ○

●

河川敷高水敷の散歩や堤防天端通路の自転車走行など
利用者のニーズも高まっていることから、より一層の環境
改善を図る必要があります。

○

○

必要性

近年、相模川の高水敷は利用者が増加し、堤防天端通路
との回遊性を持たせたルートの整備は必要性が高いと思
われます。

●

●

事

業

分

析

項目 分析の視点 左記の視点に関する分析・課題の抽出 総合評価

○

有効性

●
○

○

妥当性

実績

平成20年度 平成21年度 平成22年度
目標 － 30 60 90

平成19年度

実績 － 0 90 90

平成19年度 平成20年度 平成21年度 平成22年度

実績



頁
３．年度別事業内容・決算額 （単位：千円）

４．事業展開の経緯

① ：予定どおり ① ：予定どおり ③ ：遅れている ① ：予定どおり

馬入水辺の楽校で活動し
ている地域住民等との意
見交換会の実施１回。国
に対し散策路の整備延伸
を協議した。また、要望
の結果 国が予算化し

馬入水辺の楽校で活動し
ている地域住民等との意
見交換会を１回実施しま
した。また、国に対し散
策路の整備延伸を協議
し その要望の結果 国

馬入水辺の楽校で活動し
ている地域住民等との意
見交換会を１回実施しま
した。また、国が「かわ
まちづくり事業」を活用
した馬入水辺の楽校内の

馬入水辺の楽校で活動し
ている地域住民等との意
見交換会を１回実施しま
した。水辺の楽校内の散
策路につきましては、一
部未舗装部分を残したも

198

事業内容

検討会の実施、国など
へ要望書の提出

検討会の実施、国など
へ要望書の提出

検討会の実施、国など
へ要望書の提出、散策
路等の維持管理

国への要望書の提出、
散策路等の維持管理

財
源
内
訳

内
訳

一般財源 4 333 1,010

執行率　(%) 0.00 2.08 99.74
職員　(人)

進
捗
状
況

遅れている
理由

平成１９年度
決算額

平成２０年度
決算額

平成２１年度
決算額

平成２２年度
決算額

国庫支出金 0 0 0 0
県支出金 0 0 0 0

0
その他　特財 0 0 0 0

起債 0 0 0

943
事業費　(A) 4 333 1,010 943

0.57 0.57 0.57 0.82
50.50

再任用　(人) 0.00 0.00 0.00 0.00
人件費　(B) 4,783 4,783 4,763 6,773

フルコスト　(A+B) 4,787 5,116 5,773 7,716

平成19年度事業分 平成20年度事業分 平成21年度事業分 平成22年度事業分

－ － 検討課題がスムーズに解
決しており、意見交換程度
の会合開催で事業運営可
能なため

－

Ａ Ｃ Ａ Ａ
平成21年度への展開 平成22年度への展開 平成23年度への展開 平成24年度への展開

今後に向けた
課題

整備は国で行うが、維持
管理は市で行うことが約
束されており今後の管理
費用の増加が見込まれ
る。

整備は国で行い、維持管
理は市で行うことが約束
されており、今後の管理
費用の増加が見込まれま
す。

整備は国で行い、維持管
理は市で行うことが約束
されており、今後の散策
路延伸協議や管理費用の
増加が見込まれます。

国による整備、市による
維持管理が役割分担され
ています。しかし、国は
既設エリア以外の散策路
整備を当面行わない方針
のため、今後は維持管理
中心の事業となります。
そのことから市内河川占
用区域での維持管理事業
に組み込み、一体的な管
理体制を目指す必要があ
ります。

主な取組と成果

の結果、国が予算化し
た。

し、その要望の結果、国
が予算化しました。

した馬入水辺の楽校内の
散策路の整備を行ない、
一部を除き舗装施工が行
なわれました。

部未舗装部分を残したも
のの、施工者である国が
概ね完成と判断したため
成果指標は目標に達した
ものとします。

：成果があがった ：十分に成果をあげることができなかった ：成果があがった ：成果があがった検証結果



頁

１．事業の位置付け

○ ハード ● ソフト

～ 年
【委託： 3セク・財団 企業 ＮＰＯ その他　】 【協働： 】

２．事業の検証

総合計画の
位置付け

'03 基本目標３　　人と自然が調和した、やすらぎのあるまち

海岸浸食対策促進事業事務事業名

'02 2 自然と親しめる場づくりを進める
'01 ①〈自然との共生〉四季を通じて豊かな恵みを与えてくれる自然と親しむ

根拠法令等

平塚市総合計画　平成19年度から平成22年度における実施計画事業の取り組み状況まとめ 199

事業担当
事業種類

まちづくり事業部　みどり公園・水辺課

委託、協働
対象・受益者 市民、海浜利用者 事業期間 2010

目的・目標 事業の概要
美しく広々とした砂浜が確保されています。 美しい海浜を確保するため、ヘッドランドや人工リーフ・

養浜など、海岸浸食対策事業の推進を県に働きかけます。

指標名 県への要望回数 単位 回

活動指標②

指標名 単位

説明・算定式

説明・算定式

活動指標① 平成19年度 平成20年度 平成21年度 平成22年度
目標 1 1 1 1
実績 1 1 1 1

平成19年度 平成20年度 平成21年度 平成22年度
目標

実績

■ 市民ニーズ
■ 事業目的の達成状況 高
□ 市の関与の必要性 低
□ その他
□ 上位施策への貢献
□ 市民満足度を高める方策 高
■ 継続による成果向上の可能性 低
□ その他
□ 事業の目的、対象、内容
□ 受益者負担、補助額 高
□ 業務の執行体制（人員配置、業務分担） 中
■ その他 低
□ 業務プロセス改善による効率化の方策
□ コスト削減の可能性 高
□ 事業手法（民活の余地、事業形態の検討） 中
■ その他 低

成果指標①

指標名 ヘッドランド（横堤）整備進捗率 単位 ％

説明・算定式 県のヘッドランド事業における全体事業費に対する割合

目標

泳げる海の保全はもとより、平塚海岸の浸食が抑制される
ことから有効性は高いと思われます。

成果指標②

指標名 単位

説明・算定式

効率性

今後、県に対してヘッドランド付近の安全対策要望を行っ
ていきます。 ○

●

ヘッドランドの効果を検証して、平塚海岸の更なる浸食防
止、保全を図る必要があります。

○

○

必要性

平塚海岸の侵食対策であり、必要性は高いと思われます。

●

●

事

業

分

析

項目 分析の視点 左記の視点に関する分析・課題の抽出 総合評価

○

有効性

●
○

○

妥当性

実績

平成20年度 平成21年度 平成22年度
目標 68 81 90 95

平成19年度

実績 75.1 81 90 100

平成19年度 平成20年度 平成21年度 平成22年度

実績



頁
３．年度別事業内容・決算額 （単位：千円）

４．事業展開の経緯

① ：予定どおり ① ：予定どおり ① ：予定どおり ① ：予定どおり

県への要望活動を行っ
た。消波ブロックを設置
した。

県への要望活動を行い、
消波ブロックを設置しま
した。

県への要望活動を行い浜
崖部分への養浜が行わ
れ、ヘッドランドの消波
ブロックも計画通り設置
されました。また、平塚
土木事務所主催の縦堤設

神奈川県への要望活動を
行い、高波により洗掘さ
れた浜崖部分への養浜が

 行われました。また、
ヘッドランドは方針変更
の結果 横堤のみの整備

200

海岸浸食対策の促進

事業内容

海岸浸食対策の促進 海岸浸食対策の促進 海岸侵食対策の促進

財
源
内
訳

国庫支出金

フルコスト　(A+B) 1,343 1,343 1,337
1,322
1,322

平成19年度事業分 平成20年度事業分 平成21年度事業分

遅れている
理由

進
捗
状
況

平成１９年度
決算額

平成２０年度
決算額

平成２１年度
決算額

平成２２年度
決算額

0 0 0 0
県支出金 0 0 0 0

0
その他　特財 0 0 0 0

起債 0 0 0

一般財源 0 0 0 0
事業費　(A) 0 0 0 0
執行率　(%) 0.00 0.00 0.00 0.00

職員　(人) 0.16 0.16 0.16 0.16
再任用　(人) 0.00 0.00 0.00 0.00

人件費　(B) 1,343 1,343 1,337

内
訳

平成22年度事業分

－ － － －

Ａ Ａ Ａ Ａ
平成21年度への展開 平成22年度への展開 平成23年度への展開 平成24年度への展開

今後に向けた
課題

県事業の進捗が図られて
いないため、侵食対策が
遅れる可能性がありま
す。また、養浜対策のた
め砂の確保が課題です。

県事業の進捗が図られて
いないため、侵食対策が
遅れる可能性がありま
す。また、養浜対策のた
め砂の確保が課題です。

平塚海岸の侵食対策は神
奈川県の相模湾全体の侵
食対策事業により検討が
行なわれています。ま
た、養浜対策用の砂の確
保が課題となっていま
す。ヘッドランド設置の
効果は砂堆積の実績が現
れており、縦堤の設置は
22年度中に可否決定され
ます。

平塚海岸の浸食対策は平
成23年度から神奈川県の
「相模湾沿岸海岸浸食対
策計画」により、維持的
な養浜による浸食対策が
進められていきます。個
別課題としては、ヘッド
ランド付近の吸い込み防
止等安全対策を神奈川県
に要望する必要がありま
す。

主な取組と成果

土木事務所主催の縦堤設
置に関する技術検討委員
会が開催され、実施につ
いて検証しました。

の結果、横堤のみの整備
となり波消ブロックも計
画通り設置され、整備完
了しました。

：成果があがった ：成果があがった ：成果があがった ：成果があがった検証結果
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